
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月    行事予定 

日 月 火 水 木 金 土 

１ ２ ３ 4 おにぎり 5  絵本 6 家読 7 

    卒園記念写真

（５）９：１５ 

オープンデー 

（未就園児） 

クッキング（３）  

8 9 10 11  12 絵本 13 布団 14 
  つくしんぼお話会（1） 建国記念日 おにぎり・みそ汁

クッキング（５） 

5・5 交流、北条小

体験入学（5） 

 

15 １6 １7 １8 おにぎり １9 絵本 20 家読 21 
 身体測定（５） 身体測定（４） 身体測定（3） 身体測定（2） 

避難訓練 

身体測定（0.1） 

スマチル放映 

 

22 23 24 25 おにぎり ２6 絵本返却 ２7 布団 ２8 
 天皇誕生日 誕生会（3～5） 誕生会（0～2） 

 

 ピカピカデ―  

＊毎日持帰り 歯ブラシ・コップ（２～5歳児）            

＊毎週水曜日 おにぎり弁当（3～5歳児）        

＊毎週木曜日 絵本貸出し日  

＊隔週金曜日 布団持ちかえり（隔週持ちかえり） 

＊月末最終日 カラー帽子、外靴、上靴持ち帰り 

＊第 1,3金曜日：家読デー（3～5歳児） 

☆２月の目標 ☆  
・冬の自然に触れて遊び、興味や関心を広

げる。 

・いろいろな素材を使い、自分なりにつくっ

たりかいたりして表現することを楽しむ。         

                           

令和８年２月号  北条こども園   

 雪が積もり、雪遊びを楽しんでいる子どもたち。大きな雪だるまやかまくらをつくったり、雪玉をつくって

投げ合ったりと、保育教諭や友達と一緒に遊びながら、冬ならではの遊びを楽しんでいます。また、郵便ご

っこや凧揚げ、カルタやコマ回し等、伝承遊びも楽しみました。「お家でも遊んだよ」と、家族で遊んだ楽しい

思い出を話してくれる子どもたちの声も聞こえてきます。 

 寒い冬も体を動かす遊びを取り入れながら、保育教諭や友達と一緒に、体も心もぽかぽかした活動とな

るようにしていきたいと思います。 

 

昨年度から、人との関わり（人間関係）の領域で研究を進めてきました。一人一人が“自分らしさ”を発揮して、

自分も大事な存在であること、また友達と一緒に過ごす中で、友達も他者も大事な存在であること、そんな気持

ちの芽生えを支えて来ました。大切にしてきたポイントをお知らせします。【０～２歳児編】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お す す め絵 本 コ ー ナ ー （ ２ 月 ） 

        『とりかえっこ』   ＜作：さとう わきこ  絵：二俣 英五郎＞ 

ひよこちゃんが遊びに出かけます。いろいろな動物に出会い、鳴き声を“とりかえっ

こ”していきます。最後はかめさんと鳴き声をとりかえっこ。かめさんの鳴き声をしな

がらお家に帰ったひよこちゃんに、不思議な顔をするにわとりさんでした。 

「どんな鳴き声をとりかえっこしたのかな？」と、話し合いながら読んでみるのもお

もしろいですね。 

＜保育教諭  山本 友紀＞ 

【お知らせとお願い】 

○絵本の返却について  

・貸し出し絵本、家読絵本の返却は 2/2６（木）となります。３月は、絵本の整理をします 

ので、貸し出しは行いません。ご協力をよろしくお願いします。 

【３月の主な予定】 

５日(木)参観日・PTA総会 

１２日(木)お別れ会  ２３日(月)卒園式（５歳児） 

２４日（火）修了式（０～4歳児） 

※卒園、修了式以降は、預かり保育となります。 

〇歯磨きの仕方を教えてもらいました 

３～５歳児が歯磨き指導を受けました。3,4 歳児は染め出しを、５歳児はフロスと染め出しを行いました。

手鏡を覗きながら、ピンク色に染まった自分の歯を興味津々に見ている子ども達。歯ブラシの当て方や動か

し方を教わりながら磨いていくと、「ピンクがとれた」と白い歯になっていくことを実感している様子が見られ

ました。参観してくださった保護者さんは、我が子の歯のどの部分が磨けていないかを確認することがで

き、仕上げ磨きの大切さを改めて感じてくださっていました。幼児期は仕上げ磨きをして、健康な永久歯に

生え変わるようにしていきましょう。 

園だより 

【令和７年度 研究主題】 「自分が好き・友達が好き・先生が好き・みんなが好き・ 

互いに理解しあいながら、一緒に遊ぶことを喜ぶ子をめざして」 

～身近な人とつながり、多様な感情体験を通して人とかかわる喜びを育むための環境と援助の工夫～ 

身近な大人との愛着関係や基本的信頼感を土台として、人とか

かわる力の基礎が育ちます。保育教諭は、愛情豊かに応答的に

関わり、安心基地となるよう関わっています。ベビーマッサージや

ふれあい遊びなどのスキンシップも大好きです。(０歳児) 

０歳児（ひよこ組） １歳児（うさぎ・りす）組） 

先生のそばで一緒に遊びながら、「先生みて」「はい（どうぞ）」

と、安心を土台に関わりが生まれます。どんな思いも受け止めて

もらえることで、安心して自分らしさを出しながら、徐々に友達の

存在にも気づきはじめます。保育教諭は、仲立ちをしたり、人と

のかかわりのモデルを示したりしています。（１歳児） 

２歳児（ぱんだ・こあら）組） 

ごっこ遊びなどで、段々と“友達と一緒”を喜ぶようになりま

す。関わりが増えるにつれて、場所や玩具の取り合いなども

増えていきますが、「一緒に遊んで楽しかった！」という経験を

積み重ねていけるように、保育教諭は園児の感情の揺れ動

きを汲み取りながら受け止めています。できるときばかりでな

く、「できない」「したくない」という気持ちも受け止め、しっか

りと向き合い寄り添います。 (２歳児) 

 


